
様式第1－1号

聿自

支 出 証 拠

名・議員氏名 更単吾会諄

薬理番号 1‐／

経費項目 調査研究費･研修費･広聴騨費･霊繍誇鬮漬･会議･資料侑鑪･総入費･事務費･藷翔漬･人件費

内 容 静岡新聞データベースplus日経テレコン利用料

年 月 日 令和8年2月百日～令和年 月 日 金 額 57,200円

目 的
調宜吠先などj攻誘沽到乞ｲ丁フ侭(〃'|官\佼↓Ⅸ宗ニヨ三塚

使途
令和8年1月分利用料（2アカウント分）

政務活動．

県政との

閨津性

く領収薑誤

調査研究の為の情報収集をし、政策や質問に生かしていく。

占付枠＞
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払 込人氏名

自民改革会議様

お客様コード

Ⅱ■■
金額

内消

57200円

5200円

受取人

日経ﾒﾃｨｱﾏｰｹﾃｨﾝｸ株式会社

案分の理由

全て政務活動

領収書金額(a)

57,200円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

57,200円
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ご請求番号 ■■■■

お客様コード i■■■■

ご請求年月 2026年01月ご利用代金

ご請求額 57,200円

〒420－8601

師岡県
師岡市葵区追手町9－6

自民改革会議 様
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師岡新聞データベースplus日経ﾃﾚｺﾝ
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項目計 51 non 0 〔 0 5' 「

合計(10%対象)1 1 5110001 消費税 5 ワnn （ 請求額合計 57 ワ



様式第1－1号

聿自

支 出 証拠

整理番号 1-g-

経費項目 調査研ﾀ讃･研修費･広獅報費･霜猟誇瀧債 会議費･資料絨費資魑入費･事務費弱翻潰人件費

内 容 新聞購読料（静岡・読売。毎日・朝日・産経・中日・日経・木材）

年月 日 令和8年1月26日～令和8年1月27日 金 額 60,710円

目 的
調査研究に関する情報収集

使 途
令和8年1月分購読料

関連性

政務沽勤の調査ｲﾘﾔ先におけ旬情報頁材

く､r貝｣Ⅸ青貝白1寸乍F〃
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領収証（風塵振謝

鷺繕鼠吾繍”。‐自民改革会議

静岡中央新聞
静岡市葵区竜南3丁目17

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ0120-57-7

株） 登録番号:T3080001023923

TEL O54-295-7700

ご購誰ありがとうございます。本迩はご保存下さい。会観その他を訂正したものは舞効でず。

振

様
戸一一 一

鵜 穂

※朝日新聞

10%対象 0
8%対象 8,000

溺鋤

2

(内消
(内消

ご桑
型堅 円》

税
税

島
晶

8,000

0）
593）

I

臓 考 領収金額（含消寅税）

8,000 円

2026 年 01 月分

領収致しました。（引落日）

2026年01月 26日

■
侭

■

識
雲 の理由

政務活動

領収書金額(a)

60,710円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

60,710円



〈金融機関口座振言済〉 領収祉
〒420-0853

謝聞市葵区 （21－06）【お客様照会番号】
追手町 9－6 26年1月分■■■■■
県庁本館3F /_2

ご購読ありがとう

自民改革会議 様 ございますb
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＊…棒対象

取次店八千代町支
登録番号T7080001000654

26年 1月 26日

文字訂正印,領収印無きは無効

踵岨麹噸

'一一一一

詞

ご愛読ありがとうございます 頚0120-40-20831上記新聞代金正に領収致しました

く金融機関口座振替済〉領収証〒420-0853

静岡市葵区 (21-06)【お客様照会番号】
追手町 9－6 26年 1月分L－1■■
県庁本館3F

ご購読ありがとう

自民改革会議 様 ございますb
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＊…拝対象

取次店八千代町支
登録番号T7080001000654

2碑 1月 26日

文字訂正印,領収印無きは無効

顯Y丁会オ

本店／静間
=420-0031

8％君翻嫁群

"0120-40-2083ご愛読ありがとうございます

上記新聞代金正に領収致しました 』

顯負鰊■■'震読売新聞領収書鴎哩一烏頁蝉8、登録番号T4040001007854

1お名前自民改革会議様IG學今心宙･や…呈曲や唖→四W竜"4~幸晶LWqや負'一\ﾛ･'･罫W課J……".｡~qJ蓉且~W･･\･JN\,q杓…器酷W四J榊JF兵'…q碑ぃ即畢転堅､角",'孔'F,秀公J,P,.･凡醐f､凸咀L･押訟.､‘qfjW,学｡､毎ﾛ｡.、.〃●､｡_●.-ﾏ‘｡-'

静岡県庁東館東12-2-12-3

完,鍔牙■』｡…”品▲晶才P-■F■評…■■'■噂-,才qJV■龍~乳

1

1月分振替
|‘』&星……"…一・………I謝謎…筌…漬…:◇左記の通り領収しました
|幟莞薪簡薪n-挺一薄一興－－腫碓
II2!- !!！ ：

隆馨f二 :隠測鋤阻rⅧ≦'1 合 計
’※は軽減税率(10．0％対象 0円消費税 0円）

(8.0%対象 8,200円消養税 607円）

秘毒蕊蕊弓鋼星F軍
静岡県静岡市葵区駒形通3－3－3
\E[~.654~(252)0441

識 読 紙 数 金 額

*毎日新聞朝刊
＊日本経済新聞
*静岡新聞
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様式第1－1号

聿自

支出証拠

名・議員E 虻津-会諄

政務活動費支出額(a×b)案分率(b)

／

領収書金額(a)案分の理由

全て政務活動
54,340円100％54,340円

薬理番号 1-S

経費項目 調査形讃･研修費･広聴広報費･端嚇鞘鋤費･会議費･資料侑媛 .資繩鴬入費織雪翔潰･人件費

内 容 コピー機リース代1月分（大部屋入口・役員室・政調3台分）

年月 日 令和8年1月5日～令和年 月 日 金 額 54,340円

目 的

使 途

’

関連性

く領収書貼付枠＞
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自民改革会議御中

領 収｜証
毎々格別のお引立てにあずかり厚くお礼申し上げます。
下記金額を正に領収させていただきましたこと､お知らせ申し上げますI

発行日 2026年01月09日

領収証番号 OOOOOOO866

識リコーリース株

東京都港区東新橋1丁目5番2号
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印紙税申告納

付につき芝

税務署承認済

領 収 日 2026年 1月 5 日

領 収 額 54,340 円

お支払方法 口座振替

振替 口座 ］座番号の下3桁は、 お客様情報保護のため「＊＊＊」と表示しています。

却 約 番 号 請 求 期 間 回 数 金 額 消費税等

－■■■■ ，R‐ 1－ 1～26‐ 1．31 弓R 49 400 4 940



様式第1－1号

書支 出証拠

名・議員怪

政務活動費支出額(a×b)案分率(b)

／

領収書金額(a)案分の理由

全て政務活動
24,750円100％24,750円

謹葺雲号｜’ 1－“

経費項目 調査研繧･研修費。 広掴費 ､雷談饒瀧謄･会議費･資膿昨鑪･翻購ｽ費･事務費･謡翻漬･人件費

内 容 自民改革会議ホームページ更新費用

年月 日 令和8年1月30日～令和年 月 日 金 額 24,750円

目的
県政に係る情報等を県民に幸晧

使 途
令和8牛1月分 史荊T科

政務活動．

県政との

関連性

県の施策、議会での発言内容、政務活動状況などを掲載し、情報を広くｲ云える

とともに意見を聴取し、県政に反映させる。

く領収琴占付枠＞

振込手数料550円

24,200円十550円＝24,750円
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静岡銀行しずぎんWEB-PCバンキングサービス
承認済み取引照会結果く振込振替>/-S

処理日時2026年01月27日11時58分41秒

■振込先口座

痘込先金融豊関
;一寺一一~－－､~~ ｡~~．~＝~＝

I壷込鐙罐i

臆謹言

浜松磐田信用金庫（1503）

原島支店（029）普通2130751

力)ｲﾏｸﾛ

株式会社イマクロ

一

蕊
ノー又

／-3

***終了**＊

1／1 ページ
■■■■帳票作成日時2026年01月27日11時59分06秒

支払白座‘

J

凸

1

依霜者
■■l■■■

■■■■ I■■

擁弓一一 一
2026年01月27日

ｸ チ

f

1

＝ ■一 号 可

承認書
j
ﾛ垂

■■■■■

憲譲關属 2026年01月30日

1

4

1 承圏日畷 。 2026年01月27B11時53分

三 一一 一 声

ヨ･ﾒ．シ‘ド

会派HP更新費用(R8.1月分)政務活動費管理システム保守サポート費用(R8.1月分）



『)80401028126

濡云、
自民改革室

3006静
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名, ：
2 言 . -－ ■，F 一 弐

数量
－F'令二 一

i単価 !：金
一一 一 一デー､｡

額 ~情 :考

自民改革会議様ホームページ

2026年1月分ｻｰﾊﾞﾚﾝﾀﾙ・更新管理費 1式 22,000 22,000

政務活動費管理システム

2026年1月分保守サポート費用 1式 30,000 30,000

一《ロ‐・一 計(税無
一一 ＝さ&.．._

ｉ

’
\52,000

1,■･ 一夕､, =操 ﾛ b学F

消費税(10’
■ 画一一一 『 両■ー ■ ｰ

》 \5,200

寺壹陣一手･ﾛｰ 旬 一一ﾛ｡＝雪 国 基

総計(税担 ）
= Q

￥57,200

l』B#1ｪ型凹凸』肌軸曲B10MⅦTtQ10帥GB館aMl仙師ZQ醜B卸q凹歯$#制Q1群q和叩T8MQQ1Q18n胡11p8G14凶10⑭皿t2UE和BG皿t“MpLEqlUM釦B伽Lu師肥ⅧQ仙1曲Lupu4叩816Mﾛ肌q型#“唾ﾛ仏4Wﾛ型Q凸型古狸46叩岫郡凹ME■60“B帥加昨叩T帥BlBMB6加凹ﾛ加0曲UMB脚叩DBLOl6QⅦ00“凪肌81■quGQO伽閃U5冊1叩8叩Eq仙的LUqⅧQ1型』唾凹g凹型ｪ&“凸且凸0岫凹叩tﾛ､的加E風加ﾛ加G壮lB1IL肌6期加廿T8凪I加9OBE100u郡師UEB1加叱QUl』U肥8加凹11『ﾛﾛ01江081師Q州加Bp0B1叩郡師GqQ叩qpMQEtlG上械En卯唾1
4戸､弧牛．ご岸+ﾊ舟受、j=田全唐｢百皀寺[ErJ=1912n7引秩ざ全村イマリロ代表取締役小池敏彦
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領収書
2026年1月30日

自民改革会議様

篤篝｡icr,｡C｡"

棒

〒435~0006

TELO53-422-7017

登録番号T3080401028126------"

I 収入 ｜

｜印紙’
’一一一一一一＝画一一一

下記の通り領収いたしました。

合計金額_\24,200(内消費税\2,200)

_一三.､■■~再■■回一画■■■＝ｰ＝■■■■■■■■■＝ｰ■＝■■ー‐ーｰ■■■■■■■■‐ー■■ーｰ＝ー■■■■■■口■■ー■■再一■■‐＝■■ｰ＝‐＝■■ーーｰ■■ーーー■■■■ー凹面I■■ゴー＝戸■■‐一■■■■ーーｰl■■ｰ画■■■■■■■■■ーー■■‐■■画■■ー■■＝■■■ー陣■■■■酉崗ｰ‐■■旬

(以下明細）

単価 数量 金額商品名

22,000 1 ￥22,0002026年1月分更新費用､サーバレンタル費用

税抜合計金額

内消費税額(10%）

\22,000

￥2,200

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｈ
ｌ
１
ｂ
Ⅱ
ｌ
Ｌ
ｌ
■
１
１
‐
１
１
１
０
１



様式第1－1号

聿自

支出証拠

更単島会諄

政務活動費支出額(a×b)案分率(b)

／

領収書金額(a)案分の理由

全て政務活動
33,000円100％33,000円

整理番号 1－ざ

経費項目 調査研薙･研修費･圃蔀報費･嬬猟靜瀧債 ､会議資料作成費.資料購入費.識･事獅月費･人件費

内 容 政務活動費管理システム保守サポート費用1月分

年 月 日 令和8年1月30日～令和年 月 日 金 額 33,000円

目 的

使 途

政務活動

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞
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領収書
2026年1月30日

自民改革会議様 侭
Ｏ

Ｃ
ＯやＣａｍ

妹

〒435-0006

TELO53-422-7017

登録番号T3080401028126--------

1 収入 i

l印紙’
’－．－－－－－－－‐＝一

下記の通り領収いたしました。

合計金額 \33,000(内消費税\3,000)

■■ 菖 画. --_一口 -- 三一 ﾛ= --- －－ ■■■■■■■■＝■■■■＝ー‐■■■■ー‐ー■■ｰ＝＝草■■■戸＝■＝■■酉■■~＝ー＝■■■±ｰ■■ー‐‐■■ーーｰ－＝■■ー‐ー＝口■■■■ー■■■■■

(以下明細）

単価 数量 金額商品名

~2026年1月分政務活動費管理ｼｽﾃﾑ保守ｻﾎﾟｰﾄ費用 30,000 1 \30,000

税抜合計金額

内消費税額(10%）

\30,000

\3,000



様式第1－1号

三

聿冒

支 出 証拠

1

整理番号

経費項目 調査研究費･研修費．l輔広報費･霊繍誇鬮債 ､会議費.資料作成費.資料購入費霊費.事銅費･人件費

内 容 プロバイダー料1月分

年月 日 令和8年1月30日～令和年 月 日 金 額 3,850円

目 的

使途

政務活動．

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

3,520円十振込手数料330円＝3,850円

雪
雲 の理由

政務活動

領収書金額(a)

3,850円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

3,850円



犬態：受付済‘

肌裡日時 2026年01月27日11時bC

一T＝、司 一 些 手画

振込依頼を受付けました。
振込依頼は1月30日扱いです。

”6年01日27日11時50分2E

I■

P

4『

誕睡
■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■

鼻
‐
‐
Ｉ
１
Ｌ

》
国

■■■■■■■■■■■■■■

|リ

I 隊籟日’ 2026年01月27B



適格請求書発行事業者登録番号T1080001002664
T420-8601

鐵關制〒華I天搗聿町.9-G

…
/一‘

q■■●■■(_二ｺ■■■■■■q■｡■■■■■心●●■■､■■0凸｡■■GBD■■BBO■■pp■■■■■■■■■■■pDeg■qQB■DeDUeDee･●●､e■■血■■■■●e●■■■■eQGb■■■■■■■pQｻepeD■pQBp●CepDe0●●■､be●凸●色色■■■●■■G■■■bQe■■■■DGB■■■勺啓G■■■●｡｡■｡｡申●｡●●■●■●■●■合●GGgGもa凸■■■｡■■■bGg■●●■■■■､■DpBD■ppeCg■､■●｡｡e●･●●●●■■O●●■｡■■①■■■■p■●■■■

請一求一書
2026年1月30日

自民改革会議御中
之郷2-1-5〒424-088

株式会社708851901

．’

TELO54-347-9811
下記のとおりご請求申し上げます。

※お支払いは下記銀行弊社口座へ2026年2月末迄にお振り込み下さい。
静岡銀行 草薙支店

普通口座No.0645922

口座名 株式会社トコちゃんねる静岡

※振込手数料につきましては､貴社負担にてお願いいたします。
※ご請求内容についてお問合せの際は｢ｱｸﾛｽ請求書について｣とご申告ください。

請求薯 上No.

■’ ロ■■■

請求金額 \3,520-

項 摘 要 数量 単価 金額

1 ひかりﾌｧﾐﾘｰ隼ｺｰｽ(月払）

2026年1月分 2 \1,600 \3,200

ﾉ1， 計 \3,200

消 替 祝 (10%ノ \320

合 計 \3,520



様式第1－1号

函

支 出証拠 書

（会派名・議員氏名自民改革会議・事務局）

経費項目 調査研嶺･研修費･広卿醐潰･歸猟誇踊償 会議費資料侑鑪資繩鶯入費緯 事翻i費 人件費

内 容 静岡銀行Web-PCバンキング利用料、データ伝送利用料1月分

年 月 日 令和8年2月16日～令和年 月 日 金 額 5,500円

目 的

使 途

政務活動・

県政との

’関連性

案分の理由

全て政務活動

領収書金額(a)

5,500円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

5,500円
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(発行日）2026年 3月 4日
1

＜＜領収書＞＞ 一
様自民改革会議

’

1

毎度格別のお引き立てにあずかり厚くお礼申し上げます。
I

攻潅卜淀希目地

I

1

1

1

i{

｜

Ll

l,

麺

I
I
ll

l
l
l
I
1

11

＞

【注】明細件数が18件を超える場合は別葉にてお送りしております

本領収書の送付が不要なお客さまはお手数ですがお取引店にご連絡ください（発送を取り止めさせていただきます）。

株式会社濠

県庁支店

電話番号：

静岡銀行 登録番号：T5080001002669発行者

お取引店

054－254－5451

息

お客様番号 －－■■

対象年月

取引日 手数料種類 領収金額（円） 備考

16 日 オンラインデータ伝送サービス手数料

イャンター弓1蕊令） /－ク／
3，850 2026年01月分

WEB－PCバンキングサービス基本料

(センター弓I弦令）

11,650 2026年01月分

27 日 振込振替サービス振込手数料 1,210

合計金額

(税込み） 6，710円 消費税率 10.0% 消費税額 610円



様式第1~－1号

支 出証拠書

（会派名・議員氏名自民改革会議・事務局）

経費項目 調査研究費･研修費･広聴広報費･舞繍誇鬮債 ｡会議費･資料侑鑪･資繩静費･群･事諦費･人件費

内 容 電話料11月分

年 月 日 令和8年1月30日～令和年月 日 金 額 6,238円

目 的

使 途

政務活動．

県政との

関連性 燕納付場所等は裏面をii雌下さいc 畠＝＝＝

く領収琴占付枠＞ 静岡県納入通知書兼領収書 匠
り
う
ち
上
肌
行
・
齢
便
周
の
窓
口
又
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Ａ
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420-8601

静岡県静岡市葵区追手町
9－6

自民改革会議代表鈴木澄美
(電話料金） 様

ただし県庁舎管理饗負担金
NTT電話使用料（令和7年11月分）

上記の金額を納期限までに納めてください。

令和8年1月15日

静岡県知事

指 宗
J卜も 〃.ｰ

静岡県指定代理金融機関
収納代理

|一説の令禰を領収しました。

69

年 度 令和7年度 会計利･'ヨ 会計01"14m07m02#ilO1

収納機|乳1
接 号

22()0(） 納付 25000011210100019694

調定番号. 2501299- 1 確認番号 0724181納付区分|315

金 額 6,238円 ＃]限 令和8年1月3U口

所賦幾（iIIi,絲拍財務部 総務珠 適波：

i鰯硬刷爾郡、

案分の理由

全て政務活動

領収書金額(a)

6,238円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

6,238円



エ ーI‐垂

名・議員E

薬理番号 1-7

経費項目 調査研ﾀ蹟･研修費･広聴広報費･野歌購瀧債 会議費･資咽潰資繩青入費事務費謡翻濱． 人件費

内 容 コピーカウント料1/20検針分

年 月 日 令和8年2月20日～令和年月 日 金 額 40,283円

目的
資料等のコピー

使 途
令和8年1月分カウント料

政務活動．

県政との

関連性

政務活動に関する資料作成

く領収薑狽占付枠＞

通帳の写しはく／‐7〉に添付

雪
雲 の理由

政務活動

領収書金額(a)

40,283円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

40,283円
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RIに◎閲 発行日2026年2月28日

領収証No． BBO827

領収証

自民改革会議 様

いつもリコー商品をご愛顧いただきましてありがとうございます。

2026年2月20日にお支払いいただきました代金の領収証を

お送りいたしますのでご査収ください。

F･2．f

領収種蹴蕊鍛箔振＃蕊議溌;溌懲 Lq ■■､

但し､満瀦桧謹L顯
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篭‘::;.:::;:..‘:;･ヅ.:.《
.｡｡:ﾛ.ﾛ｡＃．＄FFE｡｡_･ﾛ,

リコージャパ
東京都大田区中馬

、

（お問合わせ）

部門請求書お問い合せ窓口

TELO120-611-099

※当社ではこのフォームでの領収証には、黒色の印鑑を使用しております。
※金額等を訂正したものは無効とします。
※再発行は出来ませんので、大切に保管願います。
※入金取消し等の連絡があった場合本領収証は無効となります。
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ご請求書
(兼振替予定金額のお知らせ） RICOH

ロ■■■■■■■

420－8601

静岡県静岡市葵区追手町
9－6静岡県庁本館3F

ヘ｡-ｼ:000

発行日2026年01月20日請求No.

リコージャパン株
■■■■■■■■

登翁播号:T1010001110829

お問合わせ請求書お問い合せ窓口

吹田市江の木町34－5

自民改革会議様

－

ﾉーヲ
TEL:0120-611-099 5010315 50100152

※電話番号のお掛け間違いにご注意ください
IIIIIIIII叩IIIIIII''ll''ll,l'lll'l,III'II'IInII,II'II,II'II｡III''II

120AKA1002352#0035800001/0003

一

■■■■■■■■

下記の通りご請求申し上げます。r同じのﾕ固りE一同再水中し_Eレフま~9o . -

2026年01月20日締分振替口座は右記の通りです。

輌言藷羅藏霧画一耳石丁亜一再1
2026年02月20日に上記金額を振替させて頂きます。
【お取引明細】

月日 商品名 伝票NQ 数 量 単 価 お買上金額 消費税金葡
ご発注恥・備考 ［税抜］

01．201NC3000ハ｡ﾌｵｰﾏﾝｽﾁｬｰｼﾞ 301001 4,368
01/10シメ

01.201MC3000ハ｡ﾌｵｰﾏﾝｽﾁｬｰｼﾞ 301002 8,281
01/10シメ

01.201NC3500ハ｡ﾌｵｰﾏﾝｽﾁｬｰｼﾞ 301003 10,121
01/10シメ

01.201NC3500ハ。ﾌｵｰﾏﾝｽﾁｬｰｼﾞ 301004 13,851
01/10シメ

お買上金額合計 （税込 40,283) 36,621 3,661
10％対象 （税込 40,283) 36,621 3,661

2026年01月20日締分振替口座は右記の通りです。

今回ご請求金額（税込) 40,283 円

【お知らせ】
お問合せの際は、請求書右上の請求NQをお伝え下さい。お振込の場合は手数料ご負担をお願い致します｡手鉾何雲の口座引落もご用意しております。

■サービス料金計算明細 一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

く伝票恥 301001 >
・トナー込み契約です。

前回検針内容
12月10日

16，422カウント

9，813カウント

2，114カウント

7，699カウント

ご使用カウント今回検針内容
1月10日

16，614カウント

9，974カウント

2，129カウント

7，845カウント

IMC3000

機番：624150

モノカラー総出カ

フルカラー総出カ
フルカラーコピー

フルカラープリント

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ

192

161

15

146

①

(①一②）
②

内訳金額

3,900円

468円

4,368円

カウント／月／率
1ヶ月

単価／金額
3,900円

パフォーマンスチャージ

基本料金

7年目以降アップ額
合計（税抜き）

<伝票恥 301002 >
・トナー込み契約です。

設置先名：自民改革会議
IMC3000

機番:658066
モノカラー総出カ

フルカラー総出力 ①
フルカラーコピー（①一②）
フルカラープリント ②

前回検針内容
12月10日

138,633カウント

22，679カウント

17，239カウント

5，440カウント

ご使用カウント今回桟計内容
1月10日

140,824カウント

22，921カウント

17，345カウント

5，576カウント

2,191
242

106

136

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ



求書
シ芥 晏主

'一 同月

侭;種C鯛
■■■■■■■■

420－8601

静岡県静岡市葵区追手町
9－6静岡県庁本館3F

ヘ。-ｼ:000

識ﾃ日2026年01月20日請求No.

リコージャパン株
ﾛ■■■■■■■

登録番号:T1010001110829

お問合わせ請求書お問い合せ窓口

吹田市江の木町34－5

自民改革会議様

ﾉｰｱ－

50100152TEL:0120-611-099 5010315

※電話番号のお掛け間違いにご注意ください

IIIIIIIII,'IIIIIII:mll''ll'l'III'l'llluII'IIiII'II'II'II'II'III叩II

120AKA10023520035810002/0003

■■■■■■■■

■■■■■■■■

）お客様コード

パフオーマン 内訳金額カウント／月／率
2，191ｶｳﾝﾄ

22ｶｳﾝﾄ

2,169ｶｳﾝﾄ

2,000ｶｳﾝﾄ
169ｶｳﾝﾄ

106ｶｳﾝﾄ

2ｶｳﾝﾄ

104ｶｳﾝﾄ

104ｶｳﾝﾄ

136ｶｳﾝﾄ

2ｶｳﾝﾄ

134ｶｳﾝﾄ

134ｶｳﾝﾄ

モノカラー総出力

控除1％の控除カウント

請求カウント

1－ 2000／月
2001- 5000/月

フルカラーコピー

控除1％の控除カウント

請求カウント

1- 1000/月
フルカラープリント

控除1％の控除カウント

請求カウント

1－ 1000／月
合計（税抜き）

301003 >

4,600円

304円

円
円

３
８
■
■

２
１

1,622円15.6円

1,755円

8,281円

13.1円

＜伝票恥 301003

・トナー込み契約です。

設置先名：自民改革会議
IMC3500

機番：634882

モノカラー総出力

フルカラー総出力 ①

フルカラーコピー（①一②）
フルカラープリント ②

前回検針内容

12月10日

105,841カウント

61，677カウント

28，339カウント

33，338カウント

ご使用カウント今回検針内容
1月10日

106,858カウント

62，260カウント

28，446カウント

33，814カウント

1,017
583

107

476

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ

カウント／月／率
1,017ｶｳﾝﾄ

11ｶｳﾝﾄ

1,006ｶｳﾝﾄ

1,006ｶｳﾝﾄ

107ｶｳﾝﾄ

2ｶｳﾝﾄ

105ｶｳﾝﾄ

105ｶｳﾝﾄ

476ｶｳﾝﾄ

5ｶｳﾝﾄ

471ｶｳﾝﾄ

471ｶｳﾝﾄ

内訳金額単価／金額パフオーマンスチャージ

モノカラー総出力
控除1％の控除カウント

請求カウント

1－ 2000/月
フルカラーコピー

控除1％の控除カウント

請求カウント

1- 1000/月
フルカラープリント

控除1％の控除カウント

請求カウント

1－ 1000／月

合計（税抜き）
＜伝票NO. 301004 >

・トナー込み契約です。

2,313円2.3円

1,638円15.6円

6,170円

10,121円

13.1円

設置先名：自民改革会議
IMC3500

機番：634903

モノカラー総出力

フルカラー総出力 ①

フルカラーコピー（①－②）
フルカラープリント ②

前回検針内容
12月10日

180,225カウント

96，613カウント

65，645カウント

30,968カウント

ご使用カウント今回検針内容

1月10日

182,792カウント

97，234カウント

65，740カウント

31，494カウント

2,567
621

95

526

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ

ｶｳﾝﾄ



求書
シ奔 晏主

'一 同月

侭§瞳｡開
■ﾛ■■■■■■■

420－8601

静岡県静岡市葵区追手町
9－6静岡県庁本館3F 蕊行日2026年01月209｡獣W幽ヨ

リコージャパン株
登街播号:T1010001110829

お問合わせ請求書お問い合せ窓口

吹田市江の木町34－5

■ﾛ■■■■■■■

■■■■■■■■

自民改革会議様

－

■■■■■■■■

ﾉｰﾀ
TEL:0120-611-099 5010315

※電話播号のお掛け間違いにご注意ください

50100152illllllli,'IIIIIII,'IIm'll,Imlll,l,III'II'II'II,II'II'II'll'III'1ll
■■■■■■■■

－

120AKA10023520035820003/0003

ｩﾝﾄ/月/率
お客様コード

パフォーマン

モノカラー総出力 2,567ｶｳﾝﾄ
控除1％の控除カウント 26ｶｳﾝﾄ

請求カウント 2,541ｶｳﾝﾄ
1- 2000/月 2.3円 2,000ｶｳﾝﾄ

2001- 5000/月 1.8円 541ｶｳﾝﾄ
フルカラーコピー 95ｶｳﾝﾄ

控除1％の控除カウント 1ｶｳﾝﾄ

請求カウント 94ｶｳﾝﾄ
1－ 1000／月 15.6円 94ｶｳﾝﾄ

フルカラープリント 526ｶｳﾝﾄ

控除1％の控除カウント 6ｶｳﾝﾄ
請求カウント 520ｶｳﾝﾄ

1- 1000/月 13.1円 520ｶｳﾝﾄ
合計（税抜き）

内訳金額

4,600円

973円

1,466円

6,812円

13,851円



様式第1－1号

聿冒

支出証拠

蓉罫雲号｜’ 1－ﾉ0

経費項目 調査研ｦ蹟.研修費･1蛎広幸蹟鶏熊辮鱸.会議費.資料侑鑪･資料購入費･鱗･義娚漬･人件費

内 容 郵送料1通分

年 月 日 令和8年1月6日～令和年 月 日 金 額 140円

目 的

使途

政務活動．

県政との

一 領収書く領収書貼付枠＞

1－自賊雛議 様
｜［証紙切手引受］
‘第一種定形外(規格内）
I@140 1通

28.09
\140

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

小 計 ￥140

計通数 1通
\140

10%) \12)
\0

|合計 ￥140
｜お預り金額 \150

1剛 ￥10
11111111111111111llllllllll1lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

|裂辮罵田昌響儲毒性’
|讓籠:H"0122:213:44
,熱鶚禦鵬纈郵鶴68箱71
! TEL:054-254-9810

案分の理由

全て政務活動

領収書金額(a)

140円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

140円



様式第1－1号

害支出証拠

整理番号 1‐／／

経費項目 調査研究費･研修費･広聴広報費･鋪開儒瀧債･会議費･資*昨成費･資料購ｽ費･事務費･諏潰．轡

内 容 事務員雇用1月分

年 月 日 令和8年1月30日～令和年 月 日 金 額 475,080円

目的

使途

政務活動・

県政との

関連性

＜領収割占付枠＞

尋
罫 の理由

政務活動

領収書金額(a)

475,080円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

475,080円



明細書令和8年1月分給与

自民改革会議

氏名三一■■■■
所 属

|-/I

受領印支給日 令和8年1月30日

無1丁祠

~引

‐引

明細書令和8年1月分給与

自民改革会議

氏名型－1■■■
所 属

受領印支給日 令和8年1月30日

厩語頚rIF而雨

－－－－可

可

、久万,030

そ の 他
ご 設 杢 一一一F

生 ﾐ末調整還付 0

左号末調整徴収 0

可

合 計 0

控 除

健康保険料 12,740

介護保険料 2，067

厚生年金保険 23，790

社保料調整 丘 0

雇用保険料、 1，430

T得祝 一。 4,700

當民税 13,600

'(減祝目Ⅱ秒｡韻ゾ 0

|_(定額減税額） 0

合 計 58，327

支 給

基本給(月給） 250，000

非課税通勤費 10,080

前月修癩 0

I
’

［
［
［

L 君 ■ F ■豆 醒一全 一 ■ 倖 －1 － ■ 一 ■一 二

’ '一

合 計 260,080

勤 怠

所定就労日一 19．00

､

［

4 － F

差引支給額

振 込 支 給 額

合 計 201，753

現金支給額

湶物支給額

鑿本傍
レ ハ ー ロニd F-

険料 7，683

特定傷 険料 5，057

社会保険料計 40,027
税 頁 表 甲欄

扶養 人数 0

そ の 他

年末調整還付 0

年末調整徴収 0

合 計 0

控 除

健康傷 険料 10,780

介護篠 険料… 1，749

厚生年 金保険 20,130

社保米 調整一 0

雇用保険料、ー 1，182

所得税（ 3，700

住民税 10，800

蛎膨闘前税額）‘ 0

, (定額減税額） 0

合 計 48，341

支 給

〆 皇給(月給） 215,000

非言R税通勤費 0

前月修正 0

男

I
I
｛合 計 215,000

勤 怠

所定就労目 19.00

I
I

振 込 ラ E 給 額

1合 計 166，659

現金支給額

鏡鞠支給額

基本保険料 6,501

特定保険料 4，279

社会保険料 計 33，841
税 額’ 表 甲欄

臆養人数 0



様式第1－1号

支 出証拠 書

（会派名・議員氏名自民改革会議・事務局）

庵~堅~涙~隈司

窒冒

納入告知書納付善知領収証＝ ■n石画 日 切 ｰ ■~ウ、 砥ママ 一 一

年度 年金特別会計厚生労働省所管 取扱庁番号

同匝司 m引 …

取扱庁名

朧“
厚生労働省年金局（静岡 ）

納付

目的令和 7年

年月12月分
鵬令和8年

2月2日謝
令和8年鷺蕊
1月22日

納付目的

健康保険料
厚生年金保険料
子ども･子育て拠出金

証券受領
厚生労働省所管

年金特別会計閾團
納付場所日本銀行本店、支店、代理店、歳入代理店又は日本年金機構

静岡 年金事務所
延滞金の 期限内に完納されなかったと言は、延滞金の納付を要します。
計算方法（健康保険法第181条、同法附則第9条、厚生年金保険法第87条、

同法附則第17条の14、子ども・子育て支援法第71条）
弁済の充当の順序は、元本に充て、次いで延滞金に充てる。

歳入徴収官

厚生労働省年金局事業管理課長

上記の合計額を領収しました。
420－8601静岡市葵区追手町

9－6 簿蕊霞瀞鰕葦

様
〃〃

(納付者渡し）

翌年度5月1日以降現年度歳入組入il: i,:|!r'.rfll小')鼠ざ|言iu>ﾄ-<.l｣-|点『l-f剛rtl,'''I(7jll,'li.iかこのIIi'l4i;i}糾によI)iMill淵すること{"MI)Ek-I1ん
この納入告知宙（納付香）はPay－easy（ペイジー）対応のATM，インターネットバンキング等を利用して納付することができます。

整麿雲号

経費項目 調劃冊罐･研修費･広聴広報費･鶏謝靜躍憤･会議費･"sH鍼費･資料購ｽ費･事務費･率濱。唾費

内 容 社会保険料事業主負担分12月分

年月 日 令和8年1月30日～令和年 月 日 金 額 196,600円

目 的

使 途

政務活動。

県政との

関連性

厚生年金勘定

厚生年金保険料

236619
円

健 康 勘 定

健 康 保 険 料

147272
P

合 計 額

千 百 十 億 千 百 十 万 千 白 十 H

訓｢1｢1nnn同日周回同同日

砺業所整理記号

■■■■ ■■

事業所番号

■■■■■
収納硬閑番号 網1寸香-弓

00500 1225 39011000119856

案分の理由

全て政務活動

領収書金額(a)

196,600円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

196,600円



明細書令和7年12月分給与

自民改革会議

氏名 ■■■■様
所 属

／一ノュ

受領印支給日 令和7年12月26日

-ZE~gZ11

~－－m

－－－可

､怨,5ｸ7

明細書令和7年12月分給与

自民改革会議

；鳥■■■様 受領印支給日 令和7年12月26日

可砺到

－m

－一二可

そ の 他

年末調整還付 32，498

年末調整徴収 0

合 計 32，498

控 除

健康保険料 12，740

介護保険料 2，067

享生年金保険 23，790

皇保料調整 0

雇用保険料 1，430

所得税 5，130

主民税 13，600

(減税前税額） 0

(定額減税額） 0

計,△，
口 58，757

支 給

基' 瓦給(月給） 250,000

非課税通勤費 10,080

前月修正 0

合 計 260,080

勤 怠

所定就労日 20．00

差引支給額

振 込 支 給 額

I
I
I
合 計 233，821

現金支給額

鏡物支給額
些 二 二 ＝ _ や 一一一一 一一一

基本保険料 7，683

特定保険料。 5，057

社会保険料計 40，027

● 画

税 額 表 甲欄

扶養人数 0

そ の 他

年末調整還付 33，302

年末調整徴収 0

合 計 33，302

控 除

健康保 食料 10,780

介護保 倹料 1，749

厚生年金保 険 20，130

社保龍調整 0

i用間 険料 1，182

所得税 4,120

住民税 10,800

(減税前税額） 0

(定額減税額） 0

合 計 48，761

； 支 給

基本給(月給） 215，000

非課税通勤費 0

前月修正 0

合 計 215,000

勤 怠

所定就労日 20.00

差引支給額

； 振 込 支 給 額

合 計 199，541

現金支給額

現物支給額

基本保険料 6，501

蝦 定保険料 4，279

粗 会保険料計 33，841

ｻ＆ず

税 額 表 甲欄

扶養人数 0

j2/るげ



｢1
明細書賞与（冬季）

自民改革会議

爵攪ロ■■■様

／一／2－

受領印支給日 令和7年12月10日

二燕了1面

二コ

二

に
明細書賞与（冬季）

自民改革会議

氏名 一様
所 属

受領印支給日 令和7年12月10日

二唖
’

一~m

…顎庁ユ

S､5,8ﾉｸ

、ﾉ20，舟

そ の・ ‐他

冠一 二曲 号

計渉△畠
:口．

0

控 除

健康保険料 21，413

介護保険料, 3，474

厚生年金保険 39，985

I
雇用保険料” 2,406

所得税｡、 15，119

､(減税前税額） 0

‘(定額減税額)L 0

［
【
［

合 計 82，397

支 給

賞与 437,500

ｲ

l ごﾛ '歴

ﾛ

合 計 437,500

勤 怠

h

差引支給額

I振 込 支 給 額

振込支給.1： 355，103

合 計 355，103

現金支給額

現物支給額

基本保険料
評

12，913

特定保険料 8，500
r

兇 額 表 甲欄

扶養人数 0

そ の 他

｛
I

I
’
I 合 計 0

控 除

健I 零保険 18，424

介帝 皇保険 2，989

厚と 皇年金 険 34，404

雇抹 保険料 2，069
ｲ

L

訴得税 13，001

!(減税前税額)￥ 0

(定額減税額） 0

合、 計 70，887

1支 給

賞与 376，250

1

■
Ｊ
財

他

合 計 376,250

勤 怠

迅 菩

篝‘引支給額

| 振 込 支 給 額
振込支給1 305,363

合 計 305,363

現金支給額
LPー え ~~

一 . 1－ ～ 屍 間 ■. . ■ _－－－－1－F 一

基本保険料 11，111

特定保険料 7，313
税 額 表 甲欄

扶､養人数 0



様式第1－1号

聿自

支 出 証 拠

治・肩

政務活動費支出額(a×b)案分率(b)

／

領収書金額(a)案分の理由

全て政務活動
773,370円100％773,370円

整理番号 1‐ノ』

経費項目 調職 .研修費.広聴醗費･嬬繍誇鬮償･会議費･資料|賊費･資繩静費･事務費･翰潰･人件費

内 容 会派茨城県視察1月14日～15日 11名分

年月 日 令和8年1月14日～令和8年1月15日 金 額 773,370円

目 的
幸皓書参照

使 途
視察代

関連性

参加県晶霧谷県外調合湖澤書 参照

く領収書貼付枠＞

773,040円十振込手数料330円＝773,370円
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2026年1月22日自民改革会議

悠遠州鉄道株式会社
〒430-8655静岡県浜松市中央区旭町12－1

●旅行営業部 〒438-0016磐田市岩井2190-1

毎度ご利用いただきましてありがとうございます。
下記のとおりご請求申しあげます。

TELO538-31-5511

FAXO538-31-5517

\773,040-ご請求額

担当所属 中遠旅行営業所

担当者1－■■■

ご利用日 2026年1月14日～15日

■■■■■責任者

ご請求金額にご不審な点がありましたら
*は軽減税率対象項目お手数ながら、ご連絡ください。

(お支払いは銀行振込にてお願いいたします）
《取引銀行》
静岡銀行袋井支店（普)218052《口座名》遠州鉄道（株）

御入金(お振り込み)は2月27日までにお願い申し上げます。

1／1

内容
人員

台数
単価 金額 備考

現地交通費 l1 33,000 363,000

JR代金 和田先生・野田先生

５

8,470 42,350 三島往復

坪内先生・勝俣先生・岩出先生

JR代金 澄美先生 1 10,670 10,670 新富士往復

IR代令 河原崎先生 1 12,870 12，870 嶌円経由静岡往復

1R代令 利幸先生・中沢先生. 3 16,150 48,450 涯松件街

杉本先生

1R代令 飯田先生 1 19{600 19,600 件幣ﾌk戸 街踏浜松

宿泊料 1l 16,500 181,500 1泊朝食

企画料 ll 3,600 39,600

添乗書 l1 5,000 55,000

ご請求額 \773,040



(1/14～15）会派原発議連東海村等視察

【県外調査概要書】

曲和田篤夫勿

団鈴木澄美誇

回野田治久姉

回坪内秀樹苧
／

団勝俣昇弘

団 岩田徹也 （：

図河原崎聖ブ，

図/鈴木利幸弥

回中沢公彦死

面飯田末夫沈

画杉本好重殆

(報告書作成）
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鰻農艫繍撫一梯自民改革会議

ご旅行日 2026年1月14B(*)-1月15B(*) 1泊2日 中遠旅行営業所
〒438-0016霧田市岩井2190-1

TELO538-31-5511FAXO538-31-5517

担当■■■■■

謡ﾄﾎ日本原電東海蕊2(原子力)鍔電所視察

☆当圖は､お渡しした切符のお時間｡便名と指定席をご確認下さい。
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県外視察報告書

1．視察概要

（1） 視察日程

令和8年1月14日（水）・15日（木）

（2）視察目的

次世代エネルギー政策に関する知見を深めるとともに、核融合研究の現状を把握し、今
後の県政運営および政策検討の参考とすることを目的として実施した。

2.視察行程

【1日目】令和8年1月14日（水）

各自最寄りの新幹線駅→品川駅→那珂フュージヨン科学技術研究所→水戸市内宿
泊

【2日目】令和8年1月15日（木）

水戸市内宿泊先→日本原子力発電㈱東海・東海第二原子力発電所→東京駅

→各自最寄りの新幹線駅

3.視察参加者

中沢公彦・鈴木利幸・鈴木澄美・和田篤夫・河原崎聖・野田治久・坪内秀樹
勝俣昇・飯田末夫・杉本好重・岩田徹也・中部電力関係者2名

鈴木利幸：14日前泊、15日和饗エコフアーム視察、坪内秀樹・岩田徹也：2日目は和饗エコフアーム視察

｜飯田末夫:14日=前泊、2日目のみ視察参加

4．那珂フュージョン科学技術研究所視察（1日目）



（1）応対者

量子科学技術研究開発機構(QST)那珂ﾌﾕｰｼﾖﾝ科学技術研究所所長I■■■■氏
トカマクシステム技術開発部長

先進プラズマ研究部長

RF加熱開発グループリーダー

（2）視察内容及び所見

那珂フュージョン科学技術研究所は、量子科学技術研究開発機構(QST)が所管す
る核融合研究の中核拠点であり、次世代エネルギーとして期待される核融合発電の実
現に向け、国際協力のもとで研究開発を進めている。日本と欧州を中心とした国際的
な研究体制の中で、核融合の科学的検証から装置開発、運転技術の確立に至るまでを

担っており、国際プロジェクトの一翼を担う重要な研究拠点として位置付けられてい
る。

当日は、研究所の概況説明を受けた後、JT-60SAを中心とする大型核融合実験

装置、制御施設および関連設備を見学した。JT-60SAは、将来の核融合発電の
実現に向けた技術実証を目的とする世界最大級の研究装置の一つであり、超高温プラ
ズマを安定的に生成・制御するための高度な磁場制御技術や精密な計測技術が導入さ
れている。

現地見学を通じ、核融合研究は理論研究にとどまらず、装置の設計・製造から運転、
保守に至るまで、極めて高い安全管理水準の下で実施されていることを確認した。長
期にわたる安定運用を前提とした設備管理や計画的な更新体制が構築されており、大
規模研究施設を継続的に運用していくための組織的・技術的な取組の重要性について
理解を深めることができた。

また、核融合研究は研究者のみならず、装置製造や部品開発、制御技術など幅広い産
業分野との関わりを持つ分野であり、ものづくり産業が集積する静岡県にとっても無
関係ではない。人材育成や産業技術の高度化といった観点から、こうした国の研究動
向を的確に把握し、将来の県内産業や人材育成施策に生かしていくことの重要性を感
じた。

（3）質疑応答（要旨）

【主な質問】

・核融合研究に関連するスタートアップや民間企業との関係性について

・核融合発電の実用化時期および原子力発電との関係について

【主な回答】

核融合分野では研究方式ごとに関連するスタートアップが生まれており、要素機器開

発から発電実証に向けた段階へと取組が進んでいることが説明された。一方で、日本

の核融合関連スタートアップは海外と比べ投資規模が小さく、資金面での課題がある

ことが示された。将来展望としては、政府方針において2030年代に発電実証を目指

し、その後、社会的受容性やコスト面の課題を整理しながら、2050年頃の商用化を見

据えた長期的な取組であることが示された。

（4）意見交換（要旨）



人材育成については、研究者に限らず、装置開発、試験施設、機器製造など幅広い分

野の人材を対象としており、国際的な研修や若手研究者向けの教育プログラムを通じ

て、次世代を担う人材育成が進められていることが説明された。

また、大学・研究機関と産業界が連携し、研究成果を将来の産業につなげる取組や、
地元自治体・地域企業との技術交流を通じた地域産業との連携が進められている点も
示された。

､

JT－60SA本体室
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5．日本原子力発電株式会社東海・東海第二発電所視察(2日目）

（1）応対者

日本原子力発電株式会社東海事業本部東海発電所.東海第二発電所副所長■■■■
氏

氏廃炉措置室長・保修室長

総務室・渉外報道グループ ■■■■■■氏

（2）視察内容及び所見
日本原子力発電株式会社は、1957年に電力会社や電源開発などの出資により設立され
た、我が国で唯一の原子力発電専業会社であり、日本の原子力発電の黎明期から中核的
な役割を果たしてきた。東海村は原子力発祥の地として知られ、1966年に日本初の原子
力発電所である東海発電所が完成、1978年には東海第二発電所が運転を開始するなど、
長年にわたり電力の安定供給に貢献してきた。
現在、32年間の運転を終えた東海発電所では、2001年から廃炉措置が進められており、
原子炉領域や原子炉本体の解体など、段階的かつ計画的な措置工事が実施されている。
一方、東海第二発電所については、2011年の福島第一原子力発電所事故以降、発電を体



止しており、国が定める極めて厳格な原子力規制に基づき、安全性向上対策工事が進め
られている。

視察当日は、原子力館において施設概要および安全対策に関する説明を受けた後、免許
証等による本人確認を経て入所証明を受け、専用バスで発電所構内へ移動した。管理区
域内では、登録確認や線量計の着用など、厳重な安全管理体制の下で視察が行われた。
構内では、建設中の防潮堤や常設代替高圧電源装置置場をバス車内から確認した後、廃
炉措置が進む東海発電所に立ち入り、熱交換器および中央制御室を視察した。津波対策
や電源確保、原子炉冷却機能の維持など、自然災害や非常時を想定した多重的な安全対
策が講じられていることを、現地で具体的に確認することができた。
その後、原子力館に戻り質疑応答の時間が設けられた。視察中も各所で説明や質疑が行
われていたことから、主な質問としては外国人労働者の雇用に関する点が挙げられ、外
国人労働者の雇用は行っているものの、管理区域内での作業には従事していないとの説
明があった。

本視察を通じ、原子力発電所の運営や廃炉、安全対策が、厳格な法規制と高い安全意識
の下で進められている現状を把握するとともに、長期にわたる施設管理と地域住民への
丁寧な情報提供の重要性を改めて認識した。原子力を巡る課題は多岐にわたるが、安全
確保を最優先とした不断の取組と、地域との信頼関係の構築が不可欠であると感じた視
察であった。

~ー~~‐‐壷R蕊､;"~~-JI

6.全体総括（1日目・2日目を踏まえて）
本県外視察では、1日目に那珂フュージョン科学技術研究所を、2日目に日本原子力発電
株式会社の東海・東海第二発電所を視察し、我が国のエネルギー政策を「将来」と「現
在」の両面から確認する機会となった。
那珂フュージョン科学技術研究所では、核融合発電という将来のエネルギー源の実現に
向け、国際協力のもとで長期的な研究開発が進められている現状を確認した。一方、東
海・東海第二発電所では、原子力発電という現在のエネルギー供給を支える技術や、安
全対策、さらには廃炉という課題に、極めて厳格な規制と高い安全意識の下で対応して
いる実態を把握した。

両施設の視察を通じ、エネルギー政策は単一の手法に依存するものではなく、短期・中
期・長期の視点を持って、多様な選択肢を組み合わせながら進めていく必要があること
を改めて認識した。現在を支える原子力発電の安全確保と、将来を見据えた核融合研究
の着実な推進は、対立するものではなく、連続性を持った政策課題である。
また、いずれの施設においても、技術そのものだけでなく、それを支える人材、安全文
化、組織的な運営体制が極めて重要であることが共通しており、エネルギー政策は科学



技術政策であると同時に、人材政策・安全政策でもあることを強く感じた視察であっ
た。

7.県政への示唆（エネルギー。安全。人材）
（1）エネルギー政策への示唆

エネルギーを巡る国際情勢が不安定化する中、特定の資源や国に過度に依存しないエネ
ルギー構造を構築することは、国のみならず地方自治体にとっても重要な課題である。
核融合研究が示す将来像は、長期的にはエネルギー供給の選択肢を広げ、国際的な資源
争奪の緩和につながる可能性を持つものである｡
静岡県としても、国のエネルギー政策や研究動向を的確に把握し、短期的な電力供給の
安定とともに、中長期的なエネルギー転換の方向性を踏まえた施策検討が求められる。
（2）安全・危機管理への示唆

東海・東海第二発電所の視察では、原子力施設における安全対策が、設備面だけでな
く、運用、訓練、情報公開を含む多層的な取組によって支えられていることを確認し
た。これは、原子力に限らず、大規模インフラや重要施設全般に共通する考え方であ
る。

自然災害が多発する静岡県においても、インフラ整備や施設運営における「想定外を前
提とした備え」や、長期運用を見据えた安全文化の醸成が、県政の重要な視点となる。
（3）人材育成・産業振興への示唆

核融合研究や原子力発電所の運営は、研究者だけでなく、装置製造、保守、制御、管理
など、多様な分野の専門人材によって成り立っている。とりわけ、那珂フュージョン科
学技術研究所では、国際的な人材交流や若手育成が積極的に行われており、将来を見据
えた人材育成の重要性を強く感じた。

ものづくり産業が集積する静岡県にとって、こうした国の研究拠点やエネルギー関連産
業との接点は、産業技術の高度化や人材育成につながる可能性を持つ。県としても、大
学・企業・研究機関との連携を視野に入れ、将来を担う技術人材の育成と産業振興に結
び付けていく視点が重要である。



県外視察報告書｜(2日目）

視察目的

本視察は、農業の6次産業化による付加価値創出、地域雇用の確保、耕作放棄地の

活用、資源循環型農業の実践事例を調査し、静岡県及び函南町における農業政策・地

1

を目的として実施したものである。域政策への活用可能性を検討すること

芋を中心とした加工事業による安定雇用の創出、国・県の補助制度を活用

開、下水汚泥由来肥料の活用による資源循環の取り組みについて、現地で

運営実態を把握することを主眼とした。

特に、干し

した事業展

の具体的な

視察日時

令和8年1

視察先

2

月15日（木）

3

北関東事業所（所在地：茨城県下妻市比毛45-5）和郷エコファーム株式会社

参加者

鈴木利幸

対応者

4

坪内秀樹 岩田徹也

5

生産事業部生産部門茨城事業所所長友寄千華氏和郷エコファーム株式会社

視察内容6

（1）干し芋加工事業と雇用の取り組み

本事業所では、主に干し芋の製造・加工を行っており、シフトを比較的自由に組める

就労体制のもと、約20名の主婦層を中心にパート・アルバイトとして雇用している。家庭

や子育てと両立しやすい柔軟な働き方を導入することで、地域に根ざした安定的な雇用の

いる点が特徴である。

性の高い加工品であるため、施設の稼働が特定時期に偏る課題があるが、

ため、キャベツ栽培を開始し、通年稼働体制の構築を図っている。

確保を実現して

干し芋は季節

これに対応する



さらに、既存の加工設備を活用したドライフルーツ製造への挑戦も検討されており、雇

用を切らさないための工夫が現場主導で進められている。

（2）耕作放棄地の活用と地域との信頼関係

農地については、耕作放棄地の活用から事業を開始しており、もともとは梨園であった

土地を再生して営農している。地域では、外部からの新規参入者に対し土地を貸さないと

いう意識も強かったが、国や県の助成金・補助金制度を活用しながら、地道な営農を継続

することで、時間をかけて地域との信頼関係を構築してきた。

現在では、地主側から「自分の土地も活用できないか」と声が掛かるようになり、信用

の蓄積が新たな農地確保につながる好循環が生まれている。農業においては、制度や技術

だけでなく、地域との信頼形成が事業継続の基盤であることを示す事例である。

（3）汚泥由来肥料の活用と資源循環

本事業所では、下水処理過程で発生する汚泥を原料とした肥料を活用している。適切に

処理・熟成された汚泥肥料は、安全性が確保されており、窒素やリン等の養分を安定的に

含む、土壌改良効果の高い優良な肥料であると説明を受けた。

函南町においては、下水処理センターから排出される汚泥を現在は有料で処理している

状況にあるが、本視察では、これを「廃棄物」ではなく「資源」として農業分野に活用で

きる可能性について調査を行った。資源循環、農業生産性の向上、処理コストの軽減を同

時に実現できる可能性を有する取り組みとして注目される。

7所見・今後の活用可能性

本視察を通じ、干し芋加工を核とした6次産業化、柔軟な雇用形態による女性の就労支

援、耕作放棄地の再生、汚泥肥料の活用による資源循環など、複数の政策課題を同時に解

決する実践的なモデルを確認することができた。静岡県及び函南町においても、農業振

興、雇用創出、下水汚泥の有効活用といった分野で応用可能性が高く、今後は制度面・技

術面・地域合意形成の観点から、具体的な検討を進めていく必要があると考える。
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諾|否研究括動のために政ｵ努括雪

県 外 調 査 概 要 書

令和号年／月/5日

会派名・議員氏名 自民改革会議 和田 篤夫

目 的

電力エネルギーの将来と原発廃炉の現況を視察し､県政の関連事業の政策提言に

活かす。

年 月 日 令和8年1月14日～令和 8年1月15日

場 所 茨城県

内 容

1 行程

2 応対者

3 聴取内容

1 ， 2 】 3については、報告書「会派 ／一ﾉ3 」参照

4 県政へ反映

(1)量子科学技術研究開発機構那珂フュージヨン科学技術研究所

この研究所では、近未来のエネルギーと言われる核融合反応を、科

学的に再現する「ITER核融合実験炉計画」を進めている研究所で、

太陽がエネルギーを生み出す仕組みを再現しようという取り組みを

研究しており、この施設内に巨大な核融合実験炉「ITER」を建設中

で、この計画には、欧州、ロシア、米国、韓国、インド、日本が参

加している巨大な国際共同プロジェクトとのこと。核融合エネルギー

は、①豊富な燃料資源（海水)、②優れた環境性

(二酸化炭素の出ず、低レベルの放射性廃棄物)、③高い安全性（核

融合は瞬時に停止可能)、④電力効率が良い（核融合燃料19が石油

8tに相当）という優れた特注を有することから、資源の乏しい日本

にとって期待したい研究であることを知ることができた。日本はこ

の「ITER」の主要機器である超電導磁石、プラズマ加熱装置等を開

発、先般プラズマ電流とプラズマ体積の世界記録を樹立したとのこ

とで、大いに期待したい。
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(2)東海・東海第二発電所

ア東海発電所

日本の高度経済成長に合わせて1665年に国内初の商業用原子炉

となった東海原発は、1998年27年間の営業運転を経て運転停止、

現在原子炉解体（廃炉作業）中であり、その作業状況を現場で確認

できた。日本で初めての解体作業であり、多くの作業員と莫大な経

費、原子炉領域の解体期間も30年を要する大変な事業であることを

改めて認識できた。中部電力浜岡原発の解体作業にも大きな示唆を

与える解体作業であり、安全かつ多くのデータを後世に残しながら、

慎重に進めてもらいたいと強く感じた。

イ東海第二発電所

首都圏にある唯一の原子力発電所である「東海第二発電所」は 、

東海原発と同施設にあり、東日本大震災時に原子炉が自動停止した

ものの、深刻な原子力事故には至らなかったが、震災以降は発電を

休止しており、再稼働の見通しも立っていないとのことである。現

在は、津波対策（防潮堤の建設等）を含め、様々な工事が行われて

いるようで、東海原発の廃炉作業も同施設内で行われており、施設

内は工事車両や多くの作業員で混雑している状況を確認できた。

浜岡原発の防災工事も合わせて注視したい。
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県 外調査概要書

令和8年1月15日

会派名。議員氏名自民改革会議鈴木澄美

目 的
原発議連 東海村等視察

年 月 日 令和8年1月14日（水）～15日（木）

場 所
量子科学技術研究開発機構那珂フユージヨン科学技術研究所

日本原子力発電株式会社東海事業所

内 容

(1から3までは A邪報告書／－/3 を参照）

1 行程

【1月14日】

自宅一（自家用車送迎)-JR新富士駅-(新幹線)-JR品川駅-(貸切バス）－

量子科学技術研究開発機構那珂フュージヨン科学技術研究所一(貸切バス）－宿泊（ダ

イヮロイネット水戸）

【1月15日】

宿泊（ダイワロイネット水戸）－（貸切バス）－日本原子力発電株式会社東海事業所

－（貸切バス)-JR東京駅-(新幹線)-JR新富士駅-(タクシー）－自宅

2応対者

3 聴取内容

4 県政への反映

①量子科学技術研究開発機構那珂フユージヨン科学技術研究所

私がここを最初に訪れたのは3年前で、当時の県議会正・副議長として、原子力発

電における安全性の高い研究をしている国の機関があると聞き、核融合発電とはど

のようなものか一度見てみたいとの思いがきっかけであった。

当時は、最新の研究施設で核融合の新たな実験成果が得られたばかりで、その経緯

を聞くことができた。

3年が経ち、この分野の研究成果がどれだけ進んでいるか、その過程で地域産業に

どのような影響があるかなどについて関心があり、再度の訪問となった。

原子力発電に対するイメージは東日本大震災以降、決して良いものではない。･しか

し、エネルギー資源のほとんどない日本にとって、またいずれ世界でも同様な課題
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を抱えることになることを考えると、「安全」を最優先とした最新の科学技術を正

しく理解することが重要であり、実用化までには何十年もかかることから、早期に

取り組む必要がある。

研究所では発電に必要な、巨大なエネルギーを生み出す核融合炉の研究を進めてお

り、EUなどと共同研究を進めている。日本国内では、「JTL60SA」という施設が

あり、私が前回訪れた直前には、初稼働においてエネルギーとなるプラズマの電流

と体積で世界記録を達成した直後であった。また、そのノウハウを、フランスにあ

る「ITER」と呼ばれるEUなどと日本の共同で実際に発電の基となる大型施設の

原型炉の基礎研究に応用され、2030年頃にその成果が得られると予想している。

現在、国産の「JTL60SA」は、さらに高効率を目指し、装置の改造が行われてお

り、今年度中に完成し、新たな実験に取り組むという。

今後、世界最先端技術を担う人材確保は重要な課題である。この研究所では毎年、

EUや国内から選抜された10人ほどのこの分野を学ぶ大学院生等を対象に、特別

講義や研修を進めている。

また、研究施設を支えているのは、大手の企業だけでなく、地元茨城県内の中小企

業・零細企業も参加し貢献している。中小零細企業は、この特殊な研究施設に関わ

ることで、様々な知見を得て新たな分野に進出するきっかけにもなっているとい

い、県や地元行政などとの連携も重要であると説明を受けた。

本県でも今後、世界水準の研究施設や機関など、また既に世界水準の民間企業が存

在し、高度人材の確保が大きな課題となる。その育成のための取組は視察により上

ントを得た。

さらに、県内の特色ある技術を持つ中小・小規模企業などがこれらの最先端技術研

究機関と連携し、新たな産業に繋がる可能性を模索していきたい。

②日本原子力発電株式会社東海事業所

茨城県東海村にある日本原子力発電株式会社の商用で日本最古の東海発電所の廃

炉を進める現場を視察した。

廃止が決定した以降は、直後から3年ほどかけて燃料の搬出を完了し、原子炉以外

の解体撤去はほぼ終盤にさしかかり、今後は原子炉本体の解体撤去が行われる。運

転停止から35年ほどの時間を要する廃止処理は、現場を訪れてそこで作業をする

方達の姿などを見ることにより大変な作業だとつくづく感じた。

本県にも浜岡原発があり、私はここを含めて全国各地にある原子力発電所を訪れ、

運転状況や安全対策などを視察してきたが、廃炉の現場は初めてである。原発は特

に安全性を最優先とする施設であるが、そのためには最新鋭の機器の導入が進めら
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*本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

れている一方で、今回の施設はいわゆるアナログ型の施設でその状況は運転室に入

り実感できた。

日本のエネルギー確保のために、原子力発電は欠かせない。ベストミックスといつ

て再生エネルギーや従来の化石燃料を使う発電との連携が重要視されている。

未来志向でエネルギー問題を考えていく上で､原子力発電を巡る様々な課題解決に

向け努力していかねばならないが、このような地道に原子力発電所の廃炉処理に取

り組む関係者の存在に、いろいろ考えさせられる視察であった。

本県にある浜岡原発の1，2号機も廃炉が決まっている。原子力発電の再稼働や廃

炉などの作業が進む中、冷静にこの取組を見ていく必要があり、その事例の一つと

して今回の視察は参考になった。

以上
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調杳h升究活動のために必

県外調査概要書

令和8年 1月 15日

会派名・議員氏名自民改革会議野田治久

目 的 日本電源東海第2（原子力）発電所視察

年 月 日 令和8年1月14日～令和8年1月15日（1泊2日）

場 所
蝿1 郷7,言-ジきし料序衷17卿誘叩”

聖日榊畷掘矛z(/濡ｶﾉ経噂ｱゲ

内 容

1 行程

2 応対者

3 聴取内容
－ 吋 e

l

4 県政への反映

報告書1－13 を参照

報告書1－13 を参照

報告書1－13 を参照

視察初日の那珂フュージョン科学技術研究所は高市総理の政権公約の内

エネルギー安全保障政策で次世代革新炉やフュージョンエネルギーの早

期（2050年頃）の社会実装を目指す重要な施設である。

新しい革新的技術の動向を的確に把握し、将来の県内産業や人材育成施設

に生かしていく重要性を痛感した。

また、二日目の東海第2発電所の廃炉に向けた安全対策が設備面だけでな

く、運用、訓練、情報公開を含む多層的な取組みによって支えられている

ことを確認できた。中部電力浜岡原子力発電所を抱える、静岡県としても

大変興味深く、意義ある貴重な視察であった。
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＊本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

県 外調 査 概 要 書

令和8年1月16日

会派名・議員氏名 自民改革会議・坪内秀樹

目 的
次世代エネルギーである核融合研究の現状と課題を把握し、今後のエネルギー政策

や人材育成への活用を検討する

年 月 日 令和8年1月14日（水）～15日（木）（2日目については、別紙参照）

場 所 茨城県那珂市

内 容

1 行程

2 応対者

3 聴取内容

1～3については、会派報告書<1-13>を参照

4 県政へ､の反映

今回の会派視察を通じ、核融合エネルギーは長期的視点に立った国家戦略のもと

で推進される次世代エネルギーであり、研究開発の継続性や人材｡技術の蓄積が不

可欠であることを認識した。静岡県においても、将来のエネルギー政策を見据え、

国の研究動向を的確に把握するとともに、関連する先端技術や研究分野に対応で

きる人材育成を進めていくことが重要である。また､大規模研究施設の運営から得

られる知見は､県内産業における高度な製造技術や品質管理､長期的な設備保全の

考え方にも応用可能であり、産学官連携による技術力向上や産業振興につなげて

いく必要がある。加えて、エネルギーの安定供給や安全保障の観点からも、多様な

エネルギー選択肢を持つことの意義を県民に分かりやすく発信していき、将来を

見据えた持続可能な形で県政に反映していきたい。
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調杳研究活動のために政務括藍

県外調査概要書

令和8年1月16日

会派名・議員氏名 自民改革会議・坪内秀樹

目 的
補助制度を活用した農業経営モデルと資源循環型農業の先進事例を把握し、本県施

策の参考とする

年月 日 令和8年1月15日（木）

場 所 茨城県下妻市和饗エコファーム株式会社

内 容

1行程ダイワロイネットホテル水戸→サツマイモ加工場（下妻市）：．

2 応対者

さつまいも加工場の見学→車にて東京駅へ移動→県内最寄り駅

3 聴取内容

2～3については会派報告書1－13参照

4 県政への反映

今回農業法人（和饗エコファーム株式会社)干し芋加工場を視察し、耕作放棄地を

活用した高付加価値作物の生産から加工・販売までを一体化する六次産業化の取

組は、本県農業の持続的発展において大いに参考となるものであった。特に、国・

県補助制度を効果的に活用した施設整備や、女性を中心とした柔軟な雇用体制の

構築は､担い手不足が課題となる本県において重要な視点である。また、汚泥肥料

の活用など資源循環型農業の推進は、環境負荷軽減とコスト削減の両立にも資す

ると考えられる。県内における遊休農地の再生支援､加工体制強化､資源循環の仕

組みづくりに反映していきたい。
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＊本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

県 外 調 査 概 要 書

令和8年 1月15日

会派名・議員氏名 自民改革会議勝俣昇

目 的

エネルギー安全保障の確保に係る原子力発電施設の安全性への取組み等を調査研究す

るため

年月 日 令和8年1月14日～令和8年1月1~5日

場 所 茨木県那珂郡東海村

内 容

1行程・2応対者・3〈聴取内容について
’

'1～3については、会派報告書く1-13＞参照

4 県政への反映

子

本県の浜岡原子力発電所の安全性について調査研究を行う為に他県の原資力発電

施設の安全性の向上への取組等を調査することで、浜岡原発の今後における安全

性の確認等に役立てる。また、今回視察した東海第2原発は廃炉作業を行ってお

り、津波対策を行いながら廃炉に向けた作業手順や施設整備の状況を確認し、浜

岡原発の廃炉に向けた取組みへの比較を行うことで安全性の監視に役立てる。

今回は、原子力発電に変わるプラズマ核融合の試験研究施設も視察し、将来的

な日本のエネルギー確保に向けた取組みを知ることができたので、浜岡原発の将

来のあるべき姿に目を向けた議論について注視していく必要性を感じた。
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*本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

県 外調 査 概 要 書

令和8年1月15日

会派名・議員氏名 自民改革会議・岩田徹也

目 的 日本原電東海第2（原子力）発電所視察

年 月 日 令和8年1月14日（水）～令和8年1月15日（1泊2日）

場 所
那珂フュージョン科学技術研究所

(茨城県那珂市向山801番地l)

内 容

1行程 ’2日目は他所の視察先く和饗エコフアーム＞…別紙参照

2 応対者

3 聴取内容

（.～3．に関しては、

別紙

を参照

4 県政への反映

那珂フュージョン科学技術研究所の視察を通じ、核融合研究は将来のエネルギ

ー確保のみならず、人材育成や産業技術の高度化に直結する国家的プロジェク

ﾄであることを認識した。国際協力の下で進められる長期的な研究開発や、安

全管理を前提とした大規模施設の運用は、静岡県におけるエネルギー政策や危

機管理、さらにはものづくり産業を支える人材育成の在り方を考える上でも示

唆に富む。今後は、国の研究動向を的確に捉え、県内産業や教育分野との連携

を意識しながら、将来を見据えた政策検討に生かしていく。
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県外調査概要書

少

令和8年1月15日

会派名・議員氏名 自民改革会議・岩田徹也

目 的 和饗エコファーム視察

年 月 日 令和8年1月15日

場 所
和郷エコフアーム株式会社北関東事業所（茨城県下妻市比毛45－5）

内 容

l 行程

09:00 ダイワロイネットホテル水戸

↓

〒310-0015茨城県水戸市宮町1－7-44

10:30～1l:00サツマイモ加工場(下妻市）

〒304-0033茨城県下妻市堀篭

さつまいも加工場の見学

11:00 車で東京駅へ移動(道中昼食）

↓

14:30 東京駅到着｜→県内最寄り駅

2 応対者

3 聴取内容

2～3に関しては、

別紙 視察報告書

4 県政への反映

を参照

この施設では、主に干し芋の製造・加工を行い、シフトを比較的自由に組める体制

のもと、20名ほどの主婦層を中心にパート・アルバイトとして雇用している。家庭

と仕事を両立できる環境づくりが、地域に根ざした安定雇用につながっている。

農地については、耕作放棄地の活用から事業をスタート。国や県の助成金・補助金

を上手に活用しながら、地道に営農を継続し、時間をかけて地域との信頼関係を築

いてきた。
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*本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

現在では「自分の土地も使えないか」と地主の仲間から声が掛かるようになり、信

用が信用を呼ぶ好循環が生まれている。農業は技術や制度だけでなく、人との信頼

関係が土台であることを、改めて実感した。

また、干し芋の季節性に対応するため、施設を年間通して稼働させる工夫としてキ

ャベツ栽培を開始。さらに、既存設備を活用したドライフルーツへの挑戦も検討さ

れており、雇用を切らさないための現場主導の取り組みが進められている。

加えて、下水処理過程で発生する汚泥を原料とした肥料の活用にも注目した。適切

に処理・熟成された汚泥肥料は、安全性と肥効の両面で評価の高い資材であり、資

源循環型農業の重要な要素です。県内においても、現在は有料処理している汚泥を

｢資源」として活用できる可能性があるのか、調査を進めていきたい。

耕作放棄地の再生、雇用の創出、資源循環、そして地域との信頼構築。現場で積み

重ねられてきた実践から、静岡県の農業政策に活かしていく。
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＊本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

県 外 調 査 概 要 書

令和8年2月10日

会派名・議員氏名 河原崎聖

目 的
原子力関連施設についての知見を得る。

年 月 日 令和8年1月14日(水)~15日(木）

場 所 茨城県那珂市・東海村

内 容

1行程2応対者3聴取内容

※会派報告書1－13のとおり

4 県政への反映

那珂フュージョン科学技術研究所では、核融合という技術について視察を

した。核融合は、いわゆる原子力発電とは異なり、電気を生み出す技術で

はなく、既にある電力をプラズマという技術を用いてより大きな電力に増

大させるものだという。同じ核関連施設でも、原子力発電所に比べて安全

性が高いということで、この技術に以前から注目していた高市現総理大臣

が、担当大臣であった時代に、核融合ではなくフュージョン技術という名

称に改めたという説明があった。資源の乏しい我が国においては魅力的な

技術と言えるが、本県においても水力発電と組み合わせることで大きな電

力を生み出すことにつながる可能性があり、誘致を検討する余地はあると

思う。実用化は2050年ころが見込まれているようなので、今後も注目し

ていきたい。
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＊本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

県 外 調 査 概 要 書

R8 年1月15日

会派名・議員氏名 自民改革会議 鈴木利幸

目 的
和饗エコファーム視察

年 月 日 ’ 令和8年1月14日（前泊）～1月15日（2日目のみ参加）

場 所 茨木県下妻市

内 容

1 行程

9：00ダイワロイネットホテル水戸

10：30サツマイモ加工場視察

14：3O東京駅着一浜松駅一自宅

2応対者 I
I 会派報告書

1－13を参照

3聴取内容｜会派報告書
1

4 県政への反映

1－13参照

下水道汚泥肥料を使い、干し芋工場をを視察。以前から行こうと思っていた

工場であった。品種は紅はるかであって安定した芋である。サツマイモは、

元来やせた土地で造る作物である為、休耕地、借地で造る事の出来る作物で

ある。和饗エコファームの下水道汚泥肥料は、窒素分が少なくリン酸が多い

のでサツマイモにはあっている肥料である。20名ほどの主婦をパート・ア

ルバイトで雇用している。1年間雇用をするため、キャベツのカット野菜も

間に挟み年間雇用と売り上げを伸ばしています。
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＊本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

県 外調 査概 要 害

令和8年1月15日

会派名・議員氏名 自民改革会議。中沢公彦

目 的 日本原電東海第2（原子力）発電所視察

年月 日 令和8年1月14日（水）～令和8年1月15日（1泊2日） ．

場 所
1．那珂フュージョン科学技術研究所

(茨城県那珂市向山801番地1）

2．日本原電東海第2（原子力）発電所視察

(茨城県那珂郡東海村白方1-1）

内 容

1 行程 別紙参照

2 応対者

3 聴取内容

2～3に関しては、

別紙「日本原電東海第2（原子力）発電所視察報告書」

|会派報告書く'-13〉を参照



中沢公彦日本原電東海第2（原子力）発電所視察

4：県政への反映

中部電力株式会社による浜岡原子力発電所の基準地震動のデータ不正問題が年明けに報

告がありました。これまで､原子力エネルギーの重要性とエネルギーミックスによる将来に

わたる電力の安定確保や経済産業への発展に向け、様々な視察や調査を重ねてまいりまし

た。データ不正問題は、中部電力株式会社側と規制委員会の動向を注視しつつ、引き続き電

力エネルギーについては調査を続けていきたいと考えています。

今回は､那珂フュージョン科学技術研究所に赴き、核融合システムの視察調査を実施しま

した。「地上に太陽を｣。太陽と同じ原理の核融合は二酸化炭素を発生せず､海水を燃料とす

るなどまさに未来の地球温暖化の切り札となるシステムです。

実用化は数十年後になると思われますが、世界各国の中でも日本の技術力は群を抜きま

た大いに期待されているものであり、まさに日本の将来をも背負った技術開発といえます。

そして、東海発電所にも行ってまいりました。日本最初の原子力発電所です。歴史を感じ

させる中央制御室は、まさに歴史遺産といえるものでした。この廃炉解体現場の徹密な解体

計画は、浜岡原子力発電所の解体にも大いなる参考となるものです｡安全性を第一優先に実

施されています｡第二発電所の地震津波対策も、巨費を投じてあらゆる角度から検証された

対策が施されています。これも、浜岡原子力発電所の対策と同様に実施されております。

将来にわたる電力エネルギーの重要性と安全管理という二極を成立させるための研究開

発は日本の未来に大きく影響するものであり、静岡県においてもしっかり向き合いながら

再生可能エネルギーとともに取り組んでいく必要があると思います。
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県 外調 査 概 要 書

令和8年1月18日

会派名・議員氏名 自民改革会議・飯田末夫

目 的

静岡県には浜岡原子力発電所が立地しており、原子力エネルギーの重要性を

踏まえつつ、エネルギーミックスの中で原子力をどう位置づけるかを調査。

研究し、国のエネルギー政策に資する知見を得ることを目的とする。

年 月 日 令和8年1月14日（水）～15日（木） ’ ※前泊し、2日目のみ参加

場 所 茨城県（那珂郡東海村）

内 容

1 行程

別紙参照

2 応対者

1～2については、別紙「日本原電東海第2原子力発電所視察

報告書」I会派報告書く1-13＞参照

3 聴取内容

（1）対応体制・説明概要

事業者側より、社長をはじめ複数の担当者が対応。東海発電所の概要、廃

止措置の進捗、安全対策工事の状況について、資料・映像(VR･動画）を
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用いて説明。

（2）東海発電所の位置づけと特徴

日本初の商業用原子力発電所として1956年に運転開始し、約32年間運

転し、1998年に停止。黒鉛減速・炭酸ガス冷却型原子炉という、日本で

唯一の炉型｡停止理由は安全上のトラブルではなく、経済性(発電コスト）

によるものであり、燃料はすでにすべて取り出され、海外搬送を完了。

（3）廃止措置の進捗状況、廃棄物処理と再利用の考え方

2001年から日本で初めて本格的な廃止措置に着手。原子炉本体以外の設

備は概ね撤去が進行し、原子炉本体の解体は今後段階的に実施予定。完了

目標は2035年頃となる。

（4）安全性向上対策（津波・地震対策）ほか

発電所敷地は、海側から陸側に向かって標高3m～20m以上の段階構造。

最大の津波対策として、発電所を取り囲む延長約1.7km、高さ最大20m

の防潮堤を建設中。防潮堤は直径約2.5m･深さ約60mの鋼管杭を多数打

設し、地震・津波・液状化に耐える構造。
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＊本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

敷地内に複数の非常用冷却水槽（約5,000トン）を整備。非常用電源車．

高圧電源設備・燃料備蓄により、最低7日間の電源・冷却機能を確保。

工事に従事する労働者については、外国人労働者も含まれるが、安全管

理・資格確認を徹底したうえで配置。特定国に偏らない体制で対応。

4．県政への反映

本県である浜岡原子力発電所を念頭に置いて、また、いざ有事と

いう場面をも想定しながら説明を聞くこととなったが､やはり原発

は効率・コストなどの面での優位性もあるが、稼働に関し、稼働中

から停止後の撤去までには想像以上の手間や時間を要することが

わかる。今後のエネルギー政策を考える上で、より慎重に、より深

く考える必要を強く感じた。

今回、調査した知見を今後の議会活動などで活かしていきたい。
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*本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

県 外調 査概要 書

令和8年1月15日

会派名・議員氏名 自民改革会議

杉本 好重

目 的
次世代エネルギー政策及び原子力発電所の現状に関し知見を深め、今後の県

政運営、政策検討の資とする。

年月 日 令和8年1月14日（水）～令和8年1月15日（1泊2日）

場 所
1．那珂フュージョン科学技術研究所

(茨城県那珂市向山801番地1)

2．日本原電東海第2（原子力）発電所視察

(茨城県那珂郡東海村白方1-1)

内 容

1行程 別紙参照

2 応対者

3 聴取内容

2～3に関しては、

別紙「日本原電東海第2（原子力）発電所視察報告書」

4 県政への反映

！’
I

1

1, 1

I

会派報告書く1-13＞参照

中部電力による浜岡原子力発電所のデータ改ざん不正が年明けに報道され、これ

まで再稼働に向け努力を重ね進めてきたことが水泡に帰してしまった。新潟柏崎原

発の再稼働が進んでいる最中だったので、浜岡原発もその流れで一歩進むことを期

待していたので、非常に残念である。

生活に欠かせない電気は、人口減少が進みデジタルに頼るこれからの時代に益々

需要が高まり、いかに安価で安定した供給ができるか、 県民生活を守る観点から極

めて重要である。フュージョンエネルギーの実用化は2050頃を想定しているよ
シ

フ だが、世界中の研究者の知見を結集し研究開発が進むことを期待したい。また、

地元の浜松ホトニクスの光技術が核融合発電に寄与していることを知り、嬉しく思

った。今後、浜岡原発が歩む道は多難であるが、国のエネルギー政策を把握しなが

ら、県民の命と財産を守る県政運営に努めたい。
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支出証拠

政務活動費支出額(a×b)案分率(b)

／

領収書金額(a)案分の理由

全て政務活動
410円100％410円
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